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外 科 的 感 染 症 に 対 す るCefuroxime axetil(CXM-AX)の 臨 床 的 検 討
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経 口用 セ フ ァ ロ ス ポ リン 系 薬 剤 と し て 英 国Glaxo社 て 新 し く開 発 され たCefuroxime axetil

(CXM-AX,SN407)を 皮膚 ・軟 部組 織 感 染 症 を 中 心 とす る 外科 的 感 染 症25例 に 投 与 し,そ の 臨

床的 効果 お よび 副 作 用 に つ い て検 討 を 行 っ た。

本 剤 の投 与 法 は,1回250mgま た は500mgを1日3回 内服 と し,投 与 期 間 は3日 か ら26日

間 であ り,総 投 与量 は,2.259か ら19.59で あ った。 臨 床 的 に は,外 科 的 感 染 症25例 中,有 効

19例,や や 有 効5例,不 明1例 で,有 効 率79.2%(19/24)で あ った 。

副 作用 につ い て は,本 剤 に よ る と思 わ れ る 自他 覚 的 異常 は認 め なか った 。 検 査 値 で は,1例 に投

与後,血 清 ア ミラ ーゼ 値 の 上 昇 を 認 め た が,本 剤 投 与 との関 係 は考 え られ ず,他 の 本 剤 に よる と思

われ る異常 値 は認 め られ な か った。

新しい経 口用 セ フ ァ ロス ボ リン系 薬 剤 て あ るCefuro-

ximeaxeti1(CXM-AX,SN407)は,経 口投 与 に よ り

ほとんど吸 収 され な か ったCefuroxime(CXM)の1-

acetoxyethyl ester誘 導 体 で あ る。 本 剤 は,経 口投 与 さ

れると腸管 内 で脱 エ ス テ ル 化 され てCefuroximeと し

て吸収 され,抗 菌 作 用 を 発 揮 す る1)。Cefuroximeは

β-lactamaseに 安 定 で あ る の で,従 来 の 経 口用 セ フ ァ 鷲

スポ リン剤 では 効 果 の期 待 で きな か ったE.coli ,Kleb-

siellaの セ フ ァ ロ ス ポ リ ン耐 性 株 や ,Citrobacte,

Proteus, Enterobacterに も抗 菌 力 を 示 す 。 またH.

influenzaeやN.gonorrhoneaeに 対 し て も強 い 抗 菌 力

を示 し,広 範 な抗菌 スペ ク トラ ムを 有 す る こ とを 特 徴 と

する2)。

われわれ は本 剤 を25例 の 外 科 的 感 染 症 の 患 者 に 使 用

し,そ の陰床 効 果 と副 作 用 に つ い て 検 討 した の で 報 告 す

る。

I.対 象 お よび 方 法

対象は昭 和59年10月 か ら昭 和60年9月 ま で の間

に当院 外科 お よび 関連 施設 で扱 った 外 科 的 感 染 症 の患 者

て,入 院4例,外 来21例 で あ る。 年 齢 は19歳 か ら76

歳まてで,平 均 年齢 は38.1歳 で あ り,性 別 は 男性14

傷 女性11例 で あ っ た。 感 染 症 の 内 訳 は,感 染 性 粉 瘤

4例,蜂 窩 織炎,療 疽 ,pilonidal fistulaの 感 染,皮 下 膿

瘍,肛 囲膿瘍,痛 腫 症 各1例,乳 腺 炎3例,感 染 創10例

(うち術後 創感 染5例 ,感 染 熱 傷 創2例,電 撃 傷 創 感 染,

咬侮 挫創の 感染 各1例),術 後 胆 管 炎,頸 部 リンパ 節 炎

各1例 の合計25例 であ った(Table1) 。

Cefuroxime axetilは,1回250mgま たは500m9を

1日3回,食 後30分 に経 口投 与 した。投与期間 は3日

か ら26日 であ り,総 投与量は2.259か ら19.59で あ

った。

臨床効果 の判定 の基準は,本 剤投与 開始後3日 以 内に

感染症 に関連 した 自他覚所見の改善 をみた も の を 有 効

(Good),自 他覚所見の 改善に それ以上 の 日数 を要 した

ものをやや有効(Fair),自 他覚所 見が不変か ある い ば

増悪 したものを無効(Poor)と した。

副作用 の検討 と しては,本 剤投与 に関連 した 自他覚所

見 の他 に,本 剤投与前,投 与中,投 与後 の臨床検査値 の

変動 を観察 した。

II.成 績

1.臨 床効果

各症例 におけ る本剤投 与量,分 離 菌 と臨 床 効 果 を

Table1に 示 した。症例1か ら4は 感 染 性 粉 瘤 の患者

で,4例 とも切開排膿後に本剤 を投与 し,臨 床効果 は有

効 であった。症例5は 治療中の糖尿病 を有す る轡 部蜂窩

織炎 の症例 で,本 剤投与3日 目には硬結が軽減 し,痛 痛

消失 し穿刺 で膿 を認めず有効 と した。症 例6は,右 第1

趾療疽 の症例 で,抜 爪 とともに本剤 を投与 した ところ炎

症所見改善 し有効 と した。症例7はpilonidal fistulaの

感染の症例 で,本 剤使用後5日 目より排膿量 が減少 した

が,わ ずかに排膿持続 したためやや有効 とした。

症例8は 右腋窩膿瘍にて,切 開排膿 とともに本剤投与

した。炎症症 状は軽快 したが,排 膿持続 したためやや有

効 と判 定 した。症 例9は 肛 囲膿瘍が 自潰 し,自 然排膿 し
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Table 2 Clinical effect of CXM AX on surgical infections

Table 3 Isolated organisms and clinical effect of CXM-AX

た症例 で,本 剤投与後症状 軽快 したため有効 とした。症

例10は 左下腿痛腫症の症例で,切 開排膿 とともに本剤

を投 与 し,炎 症所見消失 し,排 膿 も消失 した ので有効 と

した。症例11か ら13は 急性乳腺炎 の症例 で,症 例11

と12は 切開排膿 した。症 例11は 左乳房全体 に膿瘍 を

形成 し,本 剤投与開始5日 目にも症状軽快せず,11日 目

には炎症症状軽快 し,14日 目には 排膿 も消失 したため

やや有効 と した。症例12と13は 本剤投与後,症 状軽

快 し,有 効 と した。症例14か ら23は 創感染症 の症 例

で,症 例14ぱ 右示指電撃傷の感 染創例で,本 剤投与 し

症状軽快 したため,有 効 と した。症 例15は 左下腿II。 熱

傷の感染創例で,本 剤投 与 し炎症所 見軽快 し,有 効 とし

た。症例16は 背部III。の熱傷の症例で,局 所 ゲーベソク

リーム使用 とともに本剤 を投与 した。発熱消失 し,排膿

も減少 したが,炎 症所見は持続 し,12日 目に中間層植皮

術 を行 ったため,や や有効 と した。症例17はS状 結腸

癌術後,局 所再発 して会陰部に膿瘍を併発 した症例で,

痩孔洗浄 し,Carindacillin(CIPC)内 服投与開始 した

が,投 与前 よ り嘔気強 く,内 服後嘔気著明 となったため

Cefaclor(CCL)に 変更 した。 しか し嘔気不変のため本

剤 に変更 した。嘔気 は変わ らず 内服 を中止 した。又

E.faecalisが 分離 されたのでAmpicillin(ABPC)併 用

したため,効 果判定 は不明 と した。症例18は 急性虫垂

炎術後の創感染症例 で,創 移開 し排膿あ るため,紡 錘状
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Table 4 Bacteriological response of CXNI AX

に皮膚切除 し,本 剤投与 した ところ,症 状軽快 したため

有効 とした。 しか し,細 菌学 的検索 は行わ なかった。症

例19は 乳癌術後に創植皮 部が壊死 とな り,感 染 した症

例で,創 のデブ リ ドマ ン処 置 し本剤 を使用 したが,膿 性

浸出液消失せずやや有効 と した。症 例20と21は 縫合

糸膿瘍の症例で,症 例20は 外傷性 肝破裂 の術後,症 例

21は 肺癌術後である。2例 とも抜 糸 し本剤投与 した と

ころ,症 状軽快 し有効 とした。症 例22は 右足背挫 創部

感染の症例で,症 例23は 犬 咬傷の感染 例であ り,本 剤

使用 とともに症状軽快 し,有 効 とした。症 例24は,胆

摘後の胆管炎の症例で,本 剤投 与 とともに解熱 し,疹 痛

軽減したので有効 と した。 症例25は,右 急性預 部 リン

パ節炎D症 例で,本 剤使用 とともに疹痛 お よび腫 脹消失

したので有効 とした。

以上を総合す ると,25例 中有効19例,や や 有 効5

例,不 明1例 で,有 効 率19/24(79.2%)で あ っ た

(Table2)。

感染症25例 中,原 因菌が分離 された もの は14例 で,

うち9例 が単独菌感染,5例 が複 数菌感染 であった。分

離菌の総株数は22株 で,グ ラム陽性球菌13株 グラ

ム陰性桿菌2株 ,嫌 気性菌7株 であった。有効率 は不明

の3株 を除 く19株 中14株 の73 .7%で あった。菌種

別にみた有効率は,グ ラム陽性球菌8/11(72.7%),グ

ラム陰性桿菌0/1(0%) ,嫌 気性菌6/7(85.7%)で あ っ

た(Table3)。

細菌学的効果は,12例 に判定 されたが,消 失7例,減

少3例,菌 交代2例 であった(Table1)。 菌 種別に みた

細菌学的効果をTable4に 示 した。菌消失率 は,グ ラム

陽 性 球 菌8/10(80%),グ ラ ム陰 性 桿 菌0/1(o%),嫌 気

性 菌7/7(100%)で あ り,全 体 で は15/18(83.3%)で

Fig. 1 Laboratory findings of patients treated

with CXM-AX

B:liefore, D:During, A:After
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あ った。

2.副 作用

25例 全例,本 剤投与期間中,本 剤 に よると思われ る 自

他覚的異常所見 は認めなか った。

本剤投与前,投 与中な らびに投 与後 の臨床検 査を施行

で きた症例 におけ る各種検査値の変動 につ いて,そ の主

要項 目の結果をFig.1に 示 した。白血 球数で,本 剤投与

中異常高値 を示 したのは症例11と16で,感 染症が原

因 と思われ る。症例15は,投 与終了3日 後 は正常 であ

ったが,11日 後 には異常高値 とな った。しか し,本 剤投

与 とは直接 関係ない と判 断 した。腎機能 では,特 に異常

を認めなか った。肝機能 では,症 例15が 投与前,中,

後 を通 してGOT,GPT,Al-Pに 異常 を認めたが,患 者

自身の肝機能 障害に よる と思われた。症例17は,投 与

前 よ りGOT,A1-Pが 高値 を示 し,投 与後 も高値のまま

であ った。本症例 はS状 結腸癌術後,局 所再発 と肝転移

を認 めてお り,本 剤 とは直接関係ない と した。 症 例24

ではGOT,A1-Pが 上昇 したが,胆 管炎に よるもので本

剤投与 との関係 はない と思われた。尿所見で,症 例17は

投与前 より尿沈渣 で白血球増多を認めたが,導 尿用パ ル

ー ンカテーテル長期間留置のためであ り,投 与後異常値

なが ら軽快 した。症例11は 投与後,血 清 ア ミラーゼ値

が468I.U.(正 常値150～400 I.U.)と 上昇 したが,本

剤投与 との関連は考え られなか った。他 に本剤投与 によ

る と思われ る臨床検査値の異常は,認 められ なか った。

III.考 察 と ま と め

Cefuroximeaxetilは β-lactam系 抗生剤耐性菌 に対 し

て も抗菌 力を示 し,有 用な経 口抗生剤 として,そ の臨床

応用 が期 待され ている。

われわれ は,皮 膚 ・軟 部組織感染症例を中心 とした外

科的感染症25例 に本剤 を経 口投与 し,そ の臨床効果と

副作用 につ いて検討 した。

外科的感染症に対す る本剤 の 臨床効果は,25例 中有

効19例,や や有効5例 不明1例 であ り,有効率79,2%

であ った。不 明であった1例 は,S状 結腸癌術後,局 所

再発 し会陰部膿瘍を併発 した症例で,嘔 気 嘔 吐が著明

で,本 剤服用 す るも嘔気変わ らず,投 与開始4日 目に内

服を中止 し,ま たE.faecalisが 分離されABPC併 用し

たため,判 定不 明 とした。

本剤の細菌学的効果 を菌消失率でみ ると,15/18(83,3

%)で あ った。

本剤 に よる と思われ る自他覚的異常所見は認めなかっ

た。臨床検査値 では,本 剤投与終了後1日 目に血清アミ

ラーゼが軽度上昇 した症例を認めたが,本 剤投与 との関

連 は考え られず,他 に本剤 に よると思われ る検査値の異

常 は認め られなか った。

以上われわれの得た本剤 の臨床効果,副 作用の検討結

果か らCefuroxime axetilは,皮 膚 ・軟部組織感染症の

治療に適用 しうる経 口抗 生剤 であ ると考えられた。
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Clinical studies on cefuroxime axetil (CXM-AX, SN 407) were performed in 25 patients with surgical
infections including 23 cases of skin and soft tissue infections. CXM-AX was administered orally in
a dose of 250 or 500 mg three times a day, and the total dose ranged from 2. 25 to 19. 5 g.

The clinical effects were evaluated as Good in 19 patients, Fair in 5 patients and Unknown in one

patient who was treated with ABPC at the same time. The efficacy rate was 79. 2% (19/24).
No adverse effects were observed. In laboratory tests, no abnormal findings related to CXM-AX

administration were noted.


